








要約 胎生期 4ヵ月,満期及び成体期のマカク属サル小脳におけるグルタミン酸脱炭酸酵素

(GAD),チロシン水酸化酵素(TH),コリンアセチルトランスフェラーゼ(CLAT)活性と P物質,

ソマトスタチン量の発達過程を調べた。GAD 及び TH 活性は,発達とともにほぼ平行して増

加傾向を示した。一方,ChAT 活性は,胎生 4 ヵ月ですでに高値を示し,満期産までに約 2 倍

に増加した。満期産と成体期では,ほとんど酵素活性に差が認められなかった。これらの事

実からノルアドレナリン線維の発達は,内因性神経細胞の伝達物質である r-アミノ酪酸

(GABA)の発達とほぼ同時に進行している事が考えられた。またアセチルコリンを含む苔状

線維の小脳への到達は,胎生期に完成していると考えられる。 

ソマトスタチン,P 物質は,胎生 4 ヵ月で高濃度存在するが成体期では,それぞれ 1/18,1/4

に減少した。胎生期にこれらのペプチドが小脳に高濃度存在する事実は,これらのペプチド

が小脳の発達に何らかの役割を果している事を示唆している。 


